
MONTHLY Fukku
Vol.65

2024.9月号

マンスリー フック

発行
社会福祉法人
佐賀県社会福祉協議会
佐賀市天神一丁目4番15号
TEL0952-23-2145

ともに寄り添い ともに築き ともに輝く 地域づくり

■効果的な福祉教育の取り組みを推進するために研究会を行っています。

8月2日（金）「“社協が進める”福祉教育実践研究会」
を開催しました。 本研究会は、福祉教育の実践をする
上で、担当する市町社協職員が抱えている悩みや課題等
を共有し、その解決策を検討しながら、より効果的に取
り組むことができるよう、令和2年度から開催しています。
今年度は全4回にわたって開催することとしており、

第1回目の今回は、本研究会の講師である「ふくしと
教育の実践研究所SOLA」主宰の新崎国広氏より、
「地域共生社会の実現に向け、社協の総合性を活かした
福祉教育実践」をテーマに講義いただきました。 講義では、福祉教育の現状や課題、
社協が福祉教育に取り組む意義、重要性についてお話しいただき、「目配り気配り心配
りができる真の“お節介”になる」、「助けられ上手になる」など、実践に役立つヒン
トを多くいただきました。 次回以降は、特徴ある取り組みを実践されている県内市町
社協から発表をいただき、新たな気づき、アイデアを得るとともに、各市町で効果的な
実践プログラムの作成するために必要な視点について学んでいただく予定です。

〔社協が福祉教育に取り組む意義
について、熱心に聴く受講生〕

新型コロナウイルス感染症の影響により経済的困窮に陥った方々を支援するため、
令和2年3月より全国一斉に実施した「緊急小口資金等生活福祉資金特例貸付（以下、
「コロナ特例貸付」）」では本県でも、およそ13,600件に約49億円の貸付を行いました。
コロナ特例貸付は令和4年9月に受付を終了し、令和5年1月から返済がはじまりましたが、

令和6年7月31日時点で、返済開始した約12,200件のうち、約51％が返済中（滞納も含
む）、返済免除が約45.5％、返済猶予が約2.5％、返済完了が約1％となっています。返
済猶予の申請内容をみると、就労できていない方、自身や家族が療養・介護中の方など
生活に課題を抱える方が多いことがうかがえます。また、連絡がとれない方の中には返
済猶予や免除の要件を満たす方が一定数いらっしゃると考えています。 本会及び市町社
協では、利用者の生活状況の把握に努め、利用者の立場で返済の猶予や免除などの情報
提供を行ったり、家計の見直しや就労支援が必要と思われる場合は本人の同意のもと、
生活自立支援センター等の適切な支援機関につなぐなどのフォローアップ支援に取り組
んでいます。 今後も市町社協等と情報共有を密にし、利用者の生活状況の改善を後押し
できるよう取り組んでまいります。

■コロナ特例貸付利用者へのフォローアップ支援に取り組んでいます。



■本番直前！介護支援専門員実務研修受講試験「受験対策講座」を開催しま
した。

〔熱心に講義を聴く受講生〕

8月31日（土）佐賀県社会福祉会館Fukkuにおいて
「模擬試験・解答解説講座」を実施したところ、45名
の参加がありました。 午前には、本試験と同じスケ
ジュールで模擬試験を実施し、本番さながらの緊張感
を持って、日頃の勉強の成果や、自己の苦手分野を
再確認する「力試し」の場としてもらいました。また、
午後からは、ウェルウェイブ代表 溝部 一夫 氏に解答
・解説講座を行っていただきました。 試験範囲は、
介護支援分野・保険医療サービス・福祉サービスの知識等の、幅広い分野の理解が求め
られます。講義では、なぜこの解答になるのかの根拠となる説明に加えて、本試験まで
どのように勉強していけばよいのか、試験に臨む心構えなどの話もあり、受講者は熱心
に聞かれていました。 本試験は10月13日（日）に実施されます。全員合格を目指して、
ラストスパート頑張ってください！

本会では、将来、保育士として県内で働く人材の養成確保を目的に保育士の資格を
大学・短大・専門学校等で取得するための費用を貸し付ける「保育士修学資金貸付事
業」を実施しています。現在、来年度進学予定の高校3年生を対象に事前募集をしてい
ます。（募集期間は令和6年10月18日（金）まで）この貸付は、卒業後一定期間（3～5
年）に県内の保育所等対象施設で働かれた場合、返還が免除となります。 保育士修学
資金貸付事業では、平成28年度の事業開始から、これまで833名（令和6年度170名在学
中）に貸付決定をし、うち603名が資格を取得、県内で保育士として活躍され、今年度
は新たに76名が就職されました。 本会では、保育士という「夢」と「希望」を持たれ
ているみなさんを資金面で応援し、ぜひ佐賀県で保育士としてご活躍いただくことを期
待しています。詳しい内容については、
本会HP（https://www.sagaken-shakyo.or.jp/news/000154.php）をご覧ください。

■令和7年度保育士修学資金貸付事業高校生特別推薦枠の募集が始まりました。

本会では、住民一人ひとりの暮らしを支援する福祉のまちづくりを目指し、地域福祉
活動の推進に努めています。今年度も本会事業にご支援をいただく会員の募集を行って
おりますので、ご協力賜りますようお願い申し上げます。なお、会員の特典として佐賀
県社協だよりの送付や福祉従事者研修の受講料の割引などがありますので、ぜひこの機
会にお申込をお願い申し上げます。

◎個人会費…年額1 口 1,000 円 ◎団体会費…年額1 口5,000 円（保育所3,000 円）、
◎賛助会費…年額1 口10,000 円

令和6年度会員募集のご案内

https://www.sagaken-shakyo.or.jp/news/000154.php


佐賀県共同募金会では、毎年10月1日から赤い羽根共同募金
運動を実施し、募金へのご協力をお願いしています。皆様から
ご協力いただいた募金は、住民の生活に寄り添った様々な支援
活動を行う市町社会福祉協議会をはじめ、福祉施設・団体の
各種活動への配分金等に有効活用しています。 ここで共同
募金配分の配分（助成）を受け市町社会福祉協議会が取組んだ
事業を紹介します。
多久市社会福祉協議会「福祉体験学習(福祉教育推進事業)」
市内の学校に通う児童・生徒を対象に、高齢者や妊婦の疑似体験等の「福祉体験学

習」を実施し、福祉施設の職員や民生委員・児童委員、ボランティア等とともに、子ど
もたちに高齢者や妊婦の日頃のくらし等を伝えることで、自分たちと同様に地域で暮ら
している事に気づいた上で、その先に自分たちに何ができるのか考え、お互いに地域住
民の一人として認め合うという意識を高めていただいています。参加者からは「地域の
中にはいろんな人がいるがみんな違っても同じ“いのち”だということが分かった。」
等の感想が聞かれました。
白石町社会福祉協議会「かせすっけん事業」
町内に居住する高齢者等が抱える日常の困りごとや公的サービスでまかなえないニー

ズ（ゴミ出しや蛍光灯交換、簡単な買い物代行等）を、協力員として登録した地域住民
が低額で支援するというものです。利用者からは「一人暮らしには大変助かっていま
す」「利用して本当に嬉しかったです」といった感想が聞かれました。
本会では、引き続き、民間社会福祉事業の促進を援助するとともに、各市町における

地域福祉の推進につながるような事業や、より今の社会・生活課題に対応する活動配
分に重点をおき、寄付者の皆様にわかりやすい配分となるよう努めていきます。

■赤い羽根共同募金に寄せられた募金による各市町社協の取組み。
(多久市社協、白石町社協のご紹介）

〔妊婦疑似体験を通じて、いのち
の大切さを学ぶ子どもたち〕

■令和6年度 佐賀県社会福祉協議会研修計画 （11～12月分）
研修名 主管課 期日

【階層別】中堅職員スキルアップ研修～チームの能力を引き出す力～ 施設・人材育成課 令和6年11月 6日(水)

【階層別】管理職員研修 施設・人材育成課 令和6年11月13日(水)

【課題別】発達障がいへの理解と対応研修（基礎編） 施設・人材育成課 令和6年11月18日(月)

【課題別】福祉の現場におけるアンガーコントロール研修 施設・人材育成課 令和6年11月29日(金)

【課題別】精神疾患の理解と対応研修 施設・人材育成課 令和6年12月 6日(金)

【課題別】（新）若手職員の定着促進に向けたメンター制度導入研修 施設・人材育成課 令和6年12月17日(火)

【課題別】発達障がいへの理解と対応研修（応用編・事例検討） 施設・人材育成課 令和6年12月20日(金)

　生活支援コーディネーター養成研修（基礎研修） まちづくり課 令和6年12月 3日(火)

　生活支援コーディネーター養成研修（フォローアップ研修） まちづくり課 令和6年12月 4日(水)

　市町社協常務理事・事務局長セミナー まちづくり課 令和6年11月13日(水)・14日(木)

　社協が進める福祉教育実践研究会（第3回） まちづくり課 令和6年11月28日(木)

　市町社協内部牽制体制の整備に関する勉強会 まちづくり課 令和6年11月29日(金)

　市町社協職員パワーアップゼミ（プログラムⅢ） まちづくり課 令和6年12月18日(水)

【次世代部会】生活相談員連絡会研修会 施設・人材育成課 令和6年11月19日(火)

【地域密着型部会】視察研修・ホーム長等意見交換会 施設・人材育成課 令和6年11月26日(火)

【軽費ケア部会】施設長研修会 施設・人材育成課 令和6年12月13日(金)

※上記については日程が変更になる場合があります。

◆　福祉従事者全般対象　※詳細は本会HPに掲載（https://www.sagaken-shakyo.or.jp/）

◆　生活支援コーディネーター等対象　※開催通知は参加対象団体・機関に案内

◆　社会福祉協議会職員対象　※開催通知は県内市町社会福祉協議会に案内

◆　老人福祉施設協議会会員施設職員対象　※開催通知は会員施設のみ案内

https://www.sagaken-shakyo.or.jp/

